
令和３年度 大阪府民生委児童委員協議会連合会 事業計画 

                                      

Ⅰ．基本方針 

 昨今、少子高齢化の進行や人間関係の希薄化などを背景に、社会や家族の姿

が大きく変化する中、社会的孤立や生活困窮、子どもの貧困、虐待の増加など、

地域住民の抱える課題も複雑・多様化しています。加えて、新型コロナウイル

スの感染拡大による様々な影響も出ています。 
 現在、国においては、誰もが住み慣れた地域で自分らしく暮らしていけるよ

う、地域の住民や多様な主体が役割を持ち、支え合う「地域共生社会」の実現

を目指し、令和３年４月から、市町村における「包括的な支援体制」を構築す

るため、断らない相談支援、就労・学習など多様な社会参加支援、地域づくり

などの取り組みが推進されます。 
 「地域共生社会」に向けた体制整備の中で、民生委員・児童委員には、身近

な地域の中で生活のしづらさを抱える人たちに気づき、必要な相談機関や支援

者につなぐ、きめ細やかな網の目のような見守りのネットワークを担う地域の

キーパーソンとしての役割により一層の期待が寄せられています。 
 一方で、民生委員・児童委員を取り巻く環境は年々厳しくなっており、担い

手の確保や活動負担の軽減など活動環境の改善も全国的な課題になっています。 
 大阪府民生委員児童委員協議会連合会（以下、大阪府民児協連）では、大阪

府民生委員（方面委員）制度創設１００周年スローガン「人々に よりそい 100
年 これからも」を踏まえ、大阪府民児協連活動強化方策にもとづく「社会的

に孤立している人々への支援」や、大阪府市町村社会福祉協議会連合会と協働

アピールとして発信した「地域での連携した見守り支援の推進」に着実に取り

組むとともに、令和４年一斉改選に向けた民生委員・児童委員の活動環境の改

善をはじめ、下記の重点事業ならびに各事業を推進します。 
  
Ⅱ．重点事業 

１．地域共生社会における地域に根ざした見守りと相談支援活動の推進 

２．民生委員・児童委員の担い手確保と活動環境の改善 

３．民生委員・児童委員活動の意義とやりがいを伝えるＰＲ活動の推進 

４．子ども・子育ての課題に応える児童委員・主任児童委員活動の推進 

 

１．地域共生社会における地域に根ざした見守りと相談支援活動の推進 

 「地域共生社会」の実現を目指し、「包括的な支援体制」を構築するため、断

らない相談支援、就労・学習など多様な社会参加支援、地域づくりなどの取り

組みが推進されていることを踏まえ、大阪府民児協連活動強化方策にもとづく

「社会的に孤立している人々への支援」や大阪府市町村社会福祉協議会連合会

と協働アピールとして発信した「地域での連携した見守り支援の推進」に基づ

く、地域に根ざした見守りと相談支援活動を推進します。 
 



（１）地域に根ざした見守りと相談支援活動の推進 

   ①大阪府民児協連活動強化方策「社会的に孤立している人々への支援に 

    むけて」に基づく見守りと相談支援活動を推進 

   ②大阪府市町村社会福祉協議会連合会と協働アピールとして発信した 

    「地域での連携した見守り支援の推進」に基づく見守りと相談支援活 
    動を推進 

   ③「地域共生社会」の実現を目指し、「包括的な支援体制」を構築するた 

    め、断らない相談支援、就労・学習など多様な社会参加支援、地域づ 

    くりなどの取り組みが推進されていることを踏まえ、市町村社協等に 

    配置されているコミュニティソーシャルワーカー、大阪府内の社会福 

    祉法人（福祉施設）による地域貢献事業「大阪しあわせネットワーク」、 

    市町村内の社会福祉法人（福祉施設）で組織する「地域貢献委員会（施 

    設連絡会）」等と連携した見守りと相談支援活動の展開 

 

（２）「福祉と共生のまちづくり研修会」の開催 

   社会的に孤立している人々への支援や、地域での連携した見守り支援等 

   民生委員・児童委員による各種実践事例報告や必要な知識・技術等を習 

   得するための研修を実施する。 

 

２．民生委員・児童委員の担い手確保と活動環境の改善 

 令和 2年度の「民生委員・児童委員の担い手確保・活動環境改善に関する調

査研究事業」の結果を踏まえ、令和 3年度に大阪府社会福祉協議会が実施予定

の「民生委員・児童委員の担い手確保・活動環境改善事業」への参画・協力を

はじめ、令和４年一斉改選に向けた民生委員・児童委員の担い手確保や活動に

おける負担軽減をはじめとした活動環境の改善を推進します。 

 

（１）大阪府社会福祉協議会による「民生委員・児童委員の担い手確保と活動 

   環境改善事業」への参画・協力 

（２）民生委員・児童委員の担い手確保と活動環境改善に関する広報・ＰＲ活 

   動、研修会、モデル事業等の実施・協力 

 

３．民生委員・児童委員活動の意義とやりがいを伝えるＰＲ活動の推進 

 民生委員・児童委員の担い手確保のためには、活動の意義とやりがいを伝え

るＰＲ活動、活動の“見える化”が重要です。全民児連によるＰＲ動画「民 Say！

Rap！」やフリーペーパー「民 SAY！」などの取り組みとも連動し、民生委員・

児童委員活動の意義とやりがいを伝えるＰＲ活動を推進します。 

 

（１）機関紙「Ｗｅｌｌおおさか」の企画および発行（年 2回、各 10,000部） 

（２）「広報活動スキルアップ研修会」の開催 

（３）「民生委員・児童委員の日」活動強化週間におけるＰＲグッズの作成 



４．子ども・子育ての課題に応える児童委員・主任児童委員活動の推進 

 相次ぐ痛ましい児童虐待事件を踏まえ、子どもの貧困問題、子ども・子育て

をめぐる課題に対し、児童委員・主任児童委員として期待される役割に応える

取り組みを推進します。 

  

（１）「児童委員活動研究集会」の開催 

（２）民生委員・児童委員と主任児童委員との連携および協働の推進 

 

Ⅲ．事業計画 

１．諸会議の運営 

（１）大阪府民生委員会長連絡会の運営への協力 

    年 10回開催（7月、8月を除く毎月） 

（２）正副会長会の開催 

    年 10回開催（7月、8月を除く毎月） 

（３）理事会の開催 

    必要に応じて開催 

（４）総会の開催 

    年 2回（5月、3月） 

（５）部会、委員会の開催 

    ①企画調査部会 

     （主幹／民生委員・児童委員の担い手確保と活動環境の改善） 

    ②広報部会 

     （主幹／民生委員・児童委員活動の意義とやりがいを伝えるＰＲ活動の推進）  

    ③地域福祉部会 

     （主幹／地域共生社会における地域に根ざした見守りと相談支援活動の推進）  

    ④児童福祉部会 

     （主幹／子ども・子育ての課題に応える児童委員・主任児童委員活動の推進）  

    ⑤主任児童委員連絡会 

     （主幹／子ども・子育ての課題に応える児童委員・主任児童委員活動の推進）  

（６）民生委員児童委員協議会事務局担当者会議の開催 

    年 1回（8月） 

 

２．第７３回大阪府民生委員児童委員大会の開催 

    日 時：令和 3年 7月（調整中） 

    会 場：調整中 

    内 容：式典、記念講演 



３．市町村民児協運営、民生委員・児童委員活動充実に向けた支援 

（１）市町村民児協に対する活動助成金の交付 

    ①市町村民児協活動振興事業 

     （民児協事業および児童委員活動、テーマ助成）への助成 

    ②市町村民児協の機関紙発行への助成 

    ③主任児童委員ブロック事業への助成 

    ④中核市への民生委員児童委員大会開催への助成 

    ⑤指定民児協への助成 

    ⑥その他、民児協事業の振興に資する事業への助成 

（２）各種資料の作成・配付 

    ①民生委員・児童委員活動に必要な資料の作成 

    ②民生委員・児童委員活動に必要な資料の収集・配布 

      イ 民生委員・児童委員のひろば 

      ロ 単位民児協会長のための情報誌 View 

      ハ 児童委員活動の手引き 

      ニ 民生委員児童委員必携 

      ホ 新任民生委員・児童委員の活動の手引き ※一斉改選年度 

      へ その他 

（３）民児協運営における課題の改善と検討の実施 

 

４．関係団体との連携 

（１）全国会議・研修会への参加 

    ①全国民生委員児童委員連合会 評議員会 

    ②全国民生委員児童委員大会（京都大会） 

      日程：10月 26日（火）～27日（水）／京都パルスプラザほか 

    ③民生委員・児童委員のための相談技法研修会 

    ④全国民生委員児童委員リーダー研修会 

    ⑤全国児童委員活動研修会 

    ⑥全国民生委員指導者研修会（全国民生委員大学） 

    ⑦近畿ブロック府県・指定都市民生委員児童委員関係事業会議 

      日程：調整中／開催地：大阪市 ※大阪市民児協が担当 

    ⑧都道府県・指定都市民児協事務局会議 

    ⑨その他、民生委員・児童委員活動の推進に必要な会議、研修会等 

（２）社会福祉協議会との連携強化 

    ①「大阪府社会福祉大会」への参加 

    ②「小地域ネットワーク活動リーダー研修会」への参加 

    ③その他、民生委員・児童委員活動の推進に資する会議、研修会等 

（３）各種関係団体との連携、ネットワークの強化 

    ①大阪府子ども家庭センターとの連携強化 

    ②教育関係機関、保育施設等とのつながりづくりおよび連携強化 



    ③地域の福祉関係者等とのつながりづくり 

 

５．機関紙の発行およびホームページの運営 

（１）機関紙「Wellおおさか」の企画および発行 ※再掲 

    （年 2回、各 10,000部） 

（２）大阪府民生委員児童委員協議会連合会ホームページの運営 

    ・大阪府民児協連の活動紹介ページの更新、充実 

    ・市町村民児協の活動紹介ページの更新、充実 

（３）大阪府社協機関紙「ふくしおおさか」を通じた情報発信 

    ・地域で活躍する民生委員・児童委員さんの連載（年 4回）など 

 

６．民生委員・児童委員活動に関する調査研究事業の実施 

（１）大阪府社会福祉協議会による「民生委員・児童委員の担い手確保と活動 

   環境の改善事業」への参画・協力 ※再掲 

（２）市町村民児協概況調査の実施、報告書の作成 

 

７．民生委員・児童委員の相互扶助・志気高揚に向けた取組み 

（１）慶弔 

    ①叙勲および褒章受章者へのお祝い金の贈呈 

    ②一斉改選に伴う退任民生委員・児童委員への記念品の贈呈 ※一斉改選年度 

    ③物故民生委員・児童委員に対するご香料の供養 

（２）全国民生委員互助共励事業の実施 

    ①公務関係給付金（公務死亡、公務傷害・疾病）の申請、送金の実施 

    ②一般給付金（死亡、傷病・疾病、配偶者死亡、退任慰労、災害）の 

     給付に関する審査決定、送金の実施 

（３）表彰にかかる推薦事務等の実施 

    ①全国民生委員児童委員会長表彰の候補者の推薦 

    ②大阪府社会福祉協議会会長表彰の候補者の推薦 

    ③社会福祉事業功労者に対する厚生労働大臣表彰（民生委員優良活動 

     団体）の候補者の推薦（大阪府） 

    ④全国社会福祉協議会会長表彰の候補者の推薦（大阪府社協） 

    ⑤その他、民生委員・児童委員の志気高揚に資する表彰候補者の推薦 

    ⑥社会福祉事務職員に対する大阪府民児協連会長感謝状の贈呈 

    ⑦子どもさわやか賞の贈呈 

 

 



８．各種関係団体の主催する会議等への参画 

団体名 応 嘱 役 職 名 

1 全
民
児
連 

全国民生委員児童委員連合会 評議員・（互助共励事業運営委員） 

2  地域福祉推進部会委員 

3 

大

阪

府

関

係 

大阪府社会福祉審議会委員 

4   民生委員審査専門分科会 分科会長 

5 大阪府介護保険審査会委員 

6 大阪府地域福祉推進審議会委員 

7  地域福祉支援計画推進分科会委員 

8 大阪府高齢者保健福祉計画推進審議会委員 

9 大阪府後期高齢者医療審査会委員 

10 大阪府国民健康保険審査会委員 

11 大阪府高齢者医療懇談会委員 

12 大阪府防災会議委員 

13 大阪府国民健康保険運営協議会委員 

14 

大
阪
府
社
会
福
祉
協
議
会
関
係 

役 員 
理事  (総務企画部)  ※会長、副会長 1 名 

15 評議員 (総務企画部)  ※副会長 4 名 

16 ふくしおおさか編集委員会委員   (総務企画部) 

17 大阪府社会福祉協議会大阪児童福祉推進基金運営委員会員 

18 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾌｧﾝﾄﾞ運営委員会委員 (総務企画部) 

19 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・市民活動ｾﾝﾀｰ運営委員会委員(地域福祉部) 

20 地域福祉専門研修委員会委員  (地域福祉部) 

21 研修運営委員会委員  (研修 C) 

22 民生委員児童委員研修企画会議 企画委員 (研修 C) 

23 生活福祉資金運営委員会 運営委員長 (福祉資金部) 

24 大阪府社会福祉協議会和田岬福祉基金・石掛清子基金運営委員会委員 

25 権利擁護推進運営協議会委員 (地域福祉部権利擁護推進室) 

26 選考委員会委員 (運営適正化委員会) 



27 苦情解決小委員会委員 (運営適正化委員会) 

28  社会貢献基金運営委員会委員 

29 
そ
の
他
の
関
係
団
体 

大阪府共同募金会運営協議会委員・配分委員会委員・運動推進特別委員会委員 

30 大阪ふれあいキャンペーン実行委員会委員 

31 青少年育成大阪府民会議常任委員 

32 社会を明るくする運動大阪府実行委員会委員 

33 大阪府済生会 理事 

34 大阪府社会福祉事業団 評議員 

 

 


